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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号を入力または出力する第１のインタフェースと、
　信号を入力または出力する第２のインタフェースと、
　　前記第１のインタフェースと前記第２のインタフェースとの間に介在し、
　　前記第１のインタフェースから前記第２のインタフェースに向けて順方向となる第１
のダイオードと、
　　前記第１のダイオードに並列に設けられ、前記第２のインタフェースから前記第１の
インタフェースに向けて順方向となる第２のダイオードと、
　　前記第１ダイオードおよび前記第２のダイオードと直列に接続され、前記第２のイン
タフェースに接続される所定の機器に電流が流れている状態および電流が流れていない状
態との間におけるインピーダンス変動を抑制するための変動抑制手段と
　　　を有し、前記第２のインタフェースに接続される所定の機器に流れる電流に応じて
、前記第１のインタフェースと前記第２のインタフェースとを接続状態および切断状態の
いずれかにする接続回路と、
　前記第１のインタフェースと前記第２のインタフェースとの間で前記接続回路に対して
並列に接続され、上記所定の機器に流れる電流の周波数についての信号を透過させず、当
該周波数よりも高い周波数についての信号を透過させるハイパスフィルタ回路と
　を有する信号処理装置。
【請求項２】
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　信号を入力または出力する第１のインタフェースと、
　信号を入力または出力する第２のインタフェースと、
　　前記第１のインタフェースと前記第２のインタフェースとの間に介在し、
　　前記第１のインタフェースから前記第２のインタフェースに向けて順方向となる第１
のダイオードと、
　　前記第１のダイオードに並列に設けられ、前記第２のインタフェースから前記第１の
インタフェースに向けて順方向となる第２のダイオードと、
　　前記第１ダイオードおよび前記第２のダイオードと直列に接続され、伝送される信号
の周波数に比例したインピーダンスを有するインピーダンス調整回路と
　　　を有し、前記第２のインタフェースに接続される所定の機器に流れる電流の状態に
応じて、前記第１のインタフェースと前記第２のインタフェースとを接続状態および切断
状態のいずれかにする接続回路と、
　前記第１のインタフェースと前記第２のインタフェースとの間で前記接続回路に対して
並列に接続され、上記所定の機器に流れる電流の周波数についての信号を透過させず、当
該周波数よりも高い周波数についての信号を透過させるハイパスフィルタ回路と
　を有する信号処理装置。
【請求項３】
　前記第１の信号および前記第２の信号を伝送する第１の電線および第２の電線のそれぞ
れに設けられ、前記第１のインタフェースと前記第２のインタフェースとの間に介在する
第１の前記接続回路および第２の前記接続回路
　を有し、
　前記第１の接続回路および前記第１の接続回路の前記インピーダンス調整回路は、それ
ぞれリアクタである
　請求項２に記載の信号処理装置。
【請求項４】
　前記第１の接続回路の前記インピーダンス調整回路である第１の前記リアクタと、前記
第２の接続回路の前記インピーダンス調整回路である第２の前記リアクタとが相互誘導を
生じるように配設されている
　請求項３に記載の信号処理装置。
【請求項５】
　前記ハイパスフィルタ回路は、データ信号を透過し、前記所定の機器を流れる音声信号
を透過しない
　請求項１～４のいずれかに記載の信号処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば、ｘＤＳＬ(Digital Subscriber Line) において使用される、音声信号
とデジタルデータ信号とを分離・合成する場合などに用いられる信号処理装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
電話回線を利用して、加入者が電話サービスをそのまま使用しながら、データ通信サービ
スの提供を受けることを可能にするｘＤＳＬ通信が知られている。
例えば、ＡＤＳＬ通信では、電話サービスとして用いられる音声周波数帯域である０～４
ＫＨｚよりも高い周波数帯域である２５ＫＨｚ～１１０４ＫＨｚが、データ通信サービス
に用いられる。
このようなサービスを受ける加入者宅では、電話回線の通信ポートに、例えば、ツイスト
ペアなどの２つの電線からなる２軸ケーブルを介してスプリッタのＬＩＮＥポートが接続
される。
また、スプリッタのＰＨＯＮＥポートに電話機が接続され、モデムポートにｘＤＳＬモデ
ムが接続される。
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これらのポートの各々は、上記通信ケーブルに対応する２つの電線がそれぞれ接続される
２つの接続部を有している。
スプリッタは、電話回線を介して伝送されるアナログ信号から、０～４ＫＨｚの音声信号
を抽出するフィルタ回路を内蔵している。
このフィルタ回路としては、例えば、ラダー型のものが用いられ、第１の電線および第２
の電線上でそれぞれ直列に接続された複数のコイルと、当該複数の第１のコイルの接合部
と当該複数の第２のコイルの接合部との間に介在するコンデンサとを用いて構成される。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、加入者宅では、電話回線の通信ポートに、複数のスプリッタが並列接続される
場合がある。
この場合に、例えば、第１のスプリッタのＰＨＯＮＥポートに接続された第１の電話機が
オンフック状態（非通話状態）の場合に、第１のスプリッタのＰＨＯＮＥポートの第１の
電線および第２の電線が切断状態となっているため、第１のスプリッタのフィルタ回路を
構成するコイル（Ｌ）とコンデンサ（Ｃ）とを直列接続した回路が、上記電話回線の通信
ポートに接続される通信ケーブルの第１の電線と第２の電線との間に接続されることとな
る。
その結果、第１の電線と第２の電線とを介して伝送される信号に減衰極が生じてしまい、
第２のスプリッタのＰＨＯＮＥポートに接続された第２の電話機がオフフック状態（通話
状態）のときに、当該第２の電話機を用いた通信で、ダイヤル信号の誤発信や、ファクシ
ミリ、ナンバーディスプレイおよび情報提供サービスの動作不良が生じるという問題があ
る。
【０００４】
本発明はかかる事情に鑑みてなされたものであり、第２のインタフェースに接続された外
部装置の動作状態によって第１のインタフェースに生じる信号が減衰することを回避でき
る信号処理装置を提供することを目的とする。
【０００５】
　上記の目的を達成するため、本発明の信号処理装置は、信号を入力または出力する第１
のインタフェースと、信号を入力または出力する第２のインタフェースと、前記第１のイ
ンタフェースと前記第２のインタフェースとの間に介在し、前記第１のインタフェースか
ら前記第２のインタフェースに向けて順方向となる第１のダイオードと、前記第１のダイ
オードに並列に設けられ、前記第２のインタフェースから前記第１のインタフェースに向
けて順方向となる第２のダイオードと、前記第１ダイオードおよび前記第２のダイオード
と直列に接続され、前記第２のインタフェースに接続される所定の機器に電流が流れてい
る状態および電流が流れていない状態との間におけるインピーダンス変動を抑制するため
の変動抑制手段とを有し、前記第２のインタフェースに接続される所定の機器に流れる電
流に応じて、前記第１のインタフェースと前記第２のインタフェースとを接続状態および
切断状態のいずれかにする接続回路と、前記第１のインタフェースと前記第２のインタフ
ェースとの間で前記接続回路に対して並列に接続され、上記所定の機器に流れる電流の周
波数についての信号を透過させず、当該周波数よりも高い周波数についての信号を透過さ
せるハイパスフィルタ回路とを有する。
【０００７】
　また、本発明の信号処理装置は、信号を入力または出力する第１のインタフェースと、
信号を入力または出力する第２のインタフェースと、前記第１のインタフェースと前記第
２のインタフェースとの間に介在し、前記第１のインタフェースから前記第２のインタフ
ェースに向けて順方向となる第１のダイオードと、前記第１のダイオードに並列に設けら
れ、前記第２のインタフェースから前記第１のインタフェースに向けて順方向となる第２
のダイオードと、前記第１ダイオードおよび前記第２のダイオードと直列に接続され、伝
送される信号の周波数に比例したインピーダンスを有するインピーダンス調整回路とを有
し、前記第２のインタフェースに接続される所定の機器に流れる電流の状態に応じて、前
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記第１のインタフェースと前記第２のインタフェースとを接続状態および切断状態のいず
れかにする接続回路と、前記第１のインタフェースと前記第２のインタフェースとの間で
前記接続回路に対して並列に接続され、上記所定の機器に流れる電流の周波数についての
信号を透過させず、当該周波数よりも高い周波数についての信号を透過させるハイパスフ
ィルタ回路とを有する。
【０００８】
また、本発明の信号処理装置は、好ましくは、前記第１の信号および前記第２の信号を伝
送する第１の電線および第２の電線のそれぞれに設けられ、前記第１のインタフェースと
前記第２のインタフェースとの間に介在する第１の前記接続回路および第２の前記接続回
路を有し、前記第１の接続回路および前記第１の接続回路の前記インピーダンス調整回路
は、それぞれリアクタである。
【０００９】
また、本発明の信号処理装置は、好ましくは、前記第１の接続回路の前記インピーダンス
調整回路である第１の前記リアクタと、前記第２の接続回路の前記インピーダンス調整回
路である第２の前記リアクタとが相互誘導を生じるように配設されている。
【００１０】
　また、本発明の信号処理装置は、好ましくは、前記ハイパスフィルタ回路は、データ信
号を透過し、前記所定の機器を流れる音声信号を透過しない。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態に係わる通信システムについて説明する。
本発明の関連技術
まず、本発明の関連技術について説明する。
図１は、本関連技術の通信システム１の全体構成図である。
図１に示すように、通信システム１は、例えば、信号処理装置２ａ，２ｂ、スプリッタ２
１ａ，２１ｂ、電話機１２ａ，１２ｂ、ＡＤＳＬモデム１３およびパーソナルコンピュー
タ１４を有する。
通信システム１では、電話回線の通信ポート３に対して、信号処理装置２ａおよびスプリ
ッタ２１ａと、信号処理装置２ｂおよびスプリッタ２１ｂとが並列に接続されている。
通信ポート３では、音声周波数帯域である０～４ＫＨｚの音声信号と、周波数帯２５ＫＨ
ｚ～１１０４ＫＨｚのデータ信号とを重畳した信号が入出力される。
ここで、音声信号は、電話機１２ａ，１２ｂの通話に用いられる信号である。
また、データ信号は、ＡＤＳＬモデム１３で変復調され、パーソナルコンピュータ１４を
用いた通信で用いられる信号である。
通信システム１は、例えば、加入者の家庭内などに構築され、信号処理装置２ａおよびス
プリッタ２１ａと、信号処理装置２ｂおよびスプリッタ２１ｂとが異なる部屋に配設され
ている。
【００１２】
以下、図１に示す通信システム１の各構成要素について説明する。
〔信号処理装置２ａ，２ｂ〕
信号処理装置２ａと２ｂとは、例えば、同じ構成を有している。
以下、信号処理装置２ａの構成を説明する。
図１に示すように、信号処理装置２ａは、例えば、ＬＩＮＥポート８０、スプリッタポー
ト８１、モデムポート８２、接続回路１８、ハイパスフィルタ回路を構成するコンデンサ
Ｃ１，Ｃ２を有する。
【００１３】
ＬＩＮＥポート８０は、接続部Ｌ＿Ｐ１，Ｌ＿Ｐ２を有する。
接続部Ｌ＿Ｐ１には、ツイストペアなどの通信ケーブル５の電線５＿１の一端が接続され
る。電線５＿１の他端は、電話回線の通信ポート３の接続部Ｌ０＿Ｐ１に接続される。
接続部Ｌ＿Ｐ２には、通信ケーブル５の電線５＿２の一端が接続される。電線５＿２の他
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端は、電話回線の通信ポート３の接続部Ｌ０＿Ｐ２に接続される。
【００１４】
スプリッタポート８１は、接続部Ｓ＿Ｐ１，Ｓ＿Ｐ２を有する。
接続部Ｓ＿Ｐ１には、ツイストペアなどの通信ケーブル６の第１の電線の一端が接続され
る。通信ケーブル６の第１の電線の他端は、スプリッタ２１ａに接続される。
接続部Ｓ＿Ｐ２には、通信ケーブル６の第２の電線の一端が接続される。通信ケーブル６
の第２の電線の他端は、スプリッタ２１ａに接続される。
【００１５】
モデムポート８２は、接続部Ｍ＿Ｐ１，Ｍ＿Ｐ２を有する。
接続部Ｍ＿Ｐ１には、ツイストペアなどの通信ケーブル７の第１の電線の一端が接続され
る。通信ケーブル７の第１の電線の他端は、ＡＤＳＬモデム１３に接続される。
接続部Ｍ＿Ｐ２には、通信ケーブル７の第２の電線の一端が接続される。通信ケーブル７
の第２の電線の他端は、ＡＤＳＬモデム１３に接続される。
【００１６】
接続回路１８では、ＬＩＮＥポート８０の接続部Ｌ＿Ｐ１とスプリッタポート８１の接続
部Ｓ＿Ｐ１との間の第１の電線上に、接続部Ｌ＿Ｐ１から接続部Ｓ＿Ｐ１に向けて順方向
となるダイオードＤ１と、接続部Ｓ＿Ｐ１から接続部Ｌ＿Ｐ１に向けて順方向となるダイ
オードＤ２とが相互に並列に配設している。
ダイオードＤ１は、電話機１２ａがオフフック状態（通信ケーブル６の第１の電線と第２
の電線とが接続状態となり、スプリッタポート８１で有効な信号が入力および出力される
状態）となり、通信ポート３からスプリッタ２１ａに向けて電話回線電流が流れ、当該電
話回線電流が順方向のバイアス電流となる場合に、インピーダンスが音声信号伝送可能な
程度に小さくなる。
ダイオードＤ２は、電話機１２ａがオフフック状態となり、電話機１２ａから通信ポート
３に向けて電話回線電流が流れ、これが順方向のバイアス電流となる場合に、インピーダ
ンスが音声信号伝送可能な程度に小さくなる。
また、ダイオードＤ１，Ｄ２は、電話機１２ａがオンフック状態（通信ケーブル６の第１
の電線と第２の電線とが切断状態となり、スプリッタポート８１で有効な信号が入力およ
び出力されない状態）の場合に、電話回線電流が流れないため、ＬＩＮＥポート８０の接
続部Ｌ＿Ｐ１とスプリッタポート８１の接続部Ｓ＿Ｐ１とが実質的に切断状態になる程度
にインピーダンスが大きくなる。
【００１７】
また、接続回路１８では、ＬＩＮＥポート８０の接続部Ｌ＿Ｐ２とスプリッタポート８１
の接続部Ｓ＿Ｐ１との間の第２の電線上に、接続部Ｌ＿Ｐ２から接続部Ｓ＿Ｐ２に向けて
順方向となるダイオードＤ３と、接続部Ｓ＿Ｐ２から接続部Ｌ＿Ｐ２に向けて順方向とな
るダイオードＤ４とが相互に並列に配設されている。
ダイオードＤ３は、電話機１２ａがオフフック状態（通信ケーブル６の第１の電線と第２
の電線とが接続状態）となり、通信ポート３から電話機１２ａに向けて電話回線電流が流
れ、これが順方向のバイアス電流となる場合に、インピーダンスが音声信号伝送可能な程
度に小さくなる。
ダイオードＤ４は、電話機１２ａがオフフック状態となり、電話機１２ａから通信ポート
３に向けて電話回線電流が流れ、これが順方向のバイアス電流となる場合に、インピーダ
ンスが音声信号伝送可能な程度に小さくなる。
また、ダイオードＤ３，Ｄ４は、電話機１２ａがオンフック状態（通信ケーブル６の第１
の電線と第２の電線とが切断状態）の場合に、電話回線電流が流れないため、ＬＩＮＥポ
ート８０の接続部Ｌ＿Ｐ２とスプリッタポート８１の接続部Ｓ＿Ｐ２とが実質的に切断状
態になる程度にインピーダンスが大きくなる。
また、Ｒ２は、ダイオードに電話回線電流が、流れているときと、流れていないときのＬ
ＩＮＥポートとスプリッタポートの間にデータ信号における損失を均一に保つため設けら
れている。
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【００１８】
本関連技術では、このような接続回路１８をＬＩＮＥポート８０とスプリッタポート８１
との間に設けたことで、電話機１２ａがオンフック状態で、後述するスプリッタ２１ａ内
のローパスフィルタ回路を通信ケーブル５から切断することができる。
【００１９】
また、信号処理装置２ａでは、コンデンサＣ１とＣ２によってハイパスフィルタ回路が構
成される。
コンデンサＣ１は、ＬＩＮＥポート８０の接続部Ｌ＿Ｐ１と、モデムポート８２の接続部
Ｍ＿Ｐ１との間に介在する。
コンデンサＣ２は、ＬＩＮＥポート８０の接続部Ｌ＿Ｐ２と、モデムポート８２の接続部
Ｍ＿Ｐ２との間に介在する。
コンデンサＣ１，Ｃ２によって構成されるハイパスフィルタ回路は、ＬＩＮＥポート８０
を介して入力した信号から、音声周波数帯域である０～４ＫＨｚの音声信号を減衰し（透
過せず）、周波数帯２５ＫＨｚ～１１０４ＫＨｚのデータ信号を透過してモデムポート８
２に出力する。
【００２０】
〔スプリッタ２１ａ，２１ｂ〕
スプリッタ２１ａと２１ｂとは、例えば、同じ構成を有している。
以下、スプリッタ２１ａの構成を説明する。
図２は、図１に示すスプリッタ２１ａの構成図である。
図２に示すように、スプリッタ２１ａは、例えば、ＬＩＮＥポート１５、ＰＨＯＮＥポー
ト１６、モデムポート１７、ローパスフィルタ回路２０およびハイパスフィルタ回路５１
を有する。
【００２１】
ＬＩＮＥポート１５は、接続部Ｌ＿Ｐ１１，Ｌ＿Ｐ１２を有する。
接続部Ｌ＿Ｐ１１には、図１に示す通信ケーブル６の第１の電線の一端が接続される。当
該第１の電線の他端は、信号処理装置２ａの接続部Ｓ＿Ｐ１に接続される。
接続部Ｌ＿Ｐ１２には、図１に示す通信ケーブル６の第２の電線の一端が接続される。当
該第２の電線の他端は、信号処理装置２ａの接続部Ｓ＿Ｐ２に接続される。
【００２２】
ＰＨＯＮＥポート１６は、接続部Ｐ＿Ｐ１，Ｐ＿Ｐ２を有する。
接続部Ｐ＿Ｐ１には、図１に示すツイストペアなどの通信ケーブル８の第１の電線の一端
が接続される。通信ケーブル８の第１の電線の他端は、電話機１２ａに接続される。
接続部Ｐ＿Ｐ２には、通信ケーブル７の第２の電線の一端が接続される。通信ケーブル８
の第２の電線の他端は、電話機１２ａに接続される。
【００２３】
モデムポート１７は、接続部Ｍ＿Ｐ１１，Ｍ＿Ｐ１２を有する。本関連技術では、モデム
ポート１７は使用されていない。
ハイパスフィルタ回路５１は、コンデンサＣ１１，Ｃ１２を有し、データ信号を透過し、
音声信号を透過しない。
【００２４】
ローパスフィルタ回路２０は、ＬＩＮＥポート１５を介して入力した信号から、周波数帯
２５ＫＨｚ～１１０４ＫＨｚのデータ信号を減衰し（透過せず）、音声周波数帯域である
０～４ＫＨｚの音声信号を透過してＰＨＯＮＥポート１６に出力する。
図３は、ラダー型のローパスフィルタ回路２０の構成の一例を説明するための図である。
図３に示すように、端子３０＿１，３０＿２，３１＿１，３１＿２を有する。
端子３０＿１は、接続部Ｌ＿Ｐ１１に接続されている。
端子３０＿２は、接続部Ｌ＿Ｐ１２に接続されている。
端子３１＿１は、接続部Ｐ＿Ｐ１に接続されている。
端子３１＿２は、接続部Ｐ＿Ｐ２に接続されている。
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端子３０＿１と端子３１＿１との間には、コイルＬ１，Ｌ２が直列に接続されている。
端子３０＿２と端子３１＿２との間には、コイルＬ３，Ｌ４が直列に接続されている。
コイルＬ１とＬ２の接合部と、コイルＬ３とＬ４の接合部との間には、コンデンサＣ２１
が設けられている。
端子３１＿１と端子３１＿２との間には、コンデンサＣ２２が設けられている。
ローパスフィルタ回路２０は、入力された信号の周波数が高くなるに従い、コイルＬ１～
Ｌ４のリアクタンスが大きくなり、一方、コンデンサＣ２１，Ｃ２２のリアクタンスが小
さくなるため、減衰量が大きくなり、フィルタの出力信号が小さくなる。本関連技術では
、周波数帯２５ＫＨｚ～１１０４ＫＨｚのデータ信号が入力された場合に、減衰量が大き
くなるように（当該データ信号を除去するように）、コイルＬ１～Ｌ４およびコンデンサ
Ｃ２１，Ｃ２２の定数が決められている。
【００２５】
〔電話機１２ａ，１２ｂ〕
電話機１２ａと１２ｂとは、例えば、同じ構成を有している。
電話機１２ａは、通話時にオフフック状態となり、通信ケーブル８の第１の電線と第２の
電線とを接続状態にする。
また、電話機１２ａは、非通話時にオンフック状態となり、通信ケーブル８の第１の電線
と第２の電線とを切断状態にする。
【００２６】
〔ＡＤＳＬモデム１３〕
ＡＤＳＬモデム１３は、通信ケーブル７を介して信号処理装置２ａのモデムポート８２か
ら入力したデータ信号を誤り訂正および復調してパーソナルコンピュータ１４に出力する
。
また、ＡＤＳＬモデム１３は、通信ケーブル９の第１の電線および第２の電線を介してＰ
Ｃ１４から入力したデータ信号を変調して通信ケーブル７を介して信号処理装置２ａのモ
デムポート８２に出力する。
ＡＤＳＬモデム１３におけるデータ信号の変復調には、たとえば、ＤＭＴ(Discrete Mult
i Tone Moduration)方式が用いられる。ＤＭＴ方式は、データ信号の伝送効率を高めるた
めに、多重搬送波を用いており、各多重搬送波の伝送信号はそれぞれ帯域幅が同一で、そ
の中心周波数が異なるＱＡＭ(Quadrature Amplitude/Phase Modulation) 変調された多数
個のサブチャネルの和で構成される。
【００２７】
〔パーソナルコンピュータ１４〕
パーソナルコンピュータ１４は、ＣＰＵ、メモリおよびＩ／Ｆを備え、ＡＤＳＬモデム１
３、スプリッタ２１ａ、並びに通信ポート３に接続された電話回線を介して他のサーバ装
置などとの間で、データ信号の送受信を行う。
【００２８】
以下、上述した通信システム１の動作例を説明する。
当該動作例では、電話機１２ａがオンフック状態、電話機１２ｂがオフフック状態の場合
を説明する。
この場合には、電話機１２ａによって、スプリッタ２１ａのＰＨＯＮＥポート１６の接続
部Ｐ＿Ｐ１とＰ＿Ｐ２とが切断状態になっている。
これにより、信号処理装置２ａの接続回路１８のダイオードＤ１，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４には
電話回線電流は流れず、接続回路１８は大きなインピーダンスを有し、ＬＩＮＥポート８
０とスプリッタポート８１とが実質的に切断状態になる。すなわち、ケーブル５とスプリ
ッタ２１ａのローパスフィルタ回路２０とが切断状態になる。
【００２９】
また、電話機１２ｂによって、スプリッタ２１ｂのＰＨＯＮＥポート１６の接続部Ｐ＿Ｐ
１とＰ＿Ｐ２とが接続状態になっている。
そのため、信号処理装置２ｂの接続回路１８のダイオードＤ１，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４には電
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話回線電流が流れ、接続回路１８は通信可能な程度に十分に小さなインピーダンスを有し
、ＬＩＮＥポート８０とスプリッタポート８１とが接続状態になる。すなわち、ケーブル
５とスプリッタ２１ｂのローパスフィルタ回路２０とが接続状態になる。
信号処理装置２ｂでは、通信ポート３からの信号が通信ケーブル５を介してＬＩＮＥポー
ト８０で受信され、当該受信した信号が接続回路１８、スプリッタポート８１、ＬＩＮＥ
ポート１５を介してスプリッタ２１ｂ内のローパスフィルタ回路２０に出力される。
そして、ローパスフィルタ回路２０では、ＬＩＮＥポート１５から入力した信号から、周
波数帯２５ＫＨｚ～１１０４ＫＨｚのデータ信号を減衰し（透過せず）、音声周波数帯域
である０～４ＫＨｚの音声信号を透過してＰＨＯＮＥポート１６に出力する。
【００３０】
電話機１２ｂは、スプリッタ２１ｂのＰＨＯＮＥポート１６から入力した音声信号に応じ
た音声出力を行う。
また、電話機１２ｂからの音声信号が、スプリッタ２１ｂのＰＨＯＮＥポート１６を介し
てローパスフィルタ回路２０に入力され、ローパスフィルタ回路２０、ＬＩＮＥポート１
５、並びに信号処理装置２ｂを介して通信ポート３に出力される。
一方、信号処理装置２ａでは、通信ポート３からの信号が通信ケーブル５およびＬＩＮＥ
ポート８０を介して、ハイパスフィルタ回路を構成するコンデンサＣ１，Ｃ２に入力され
る。
そして、コンデンサＣ１，Ｃ２において、ＬＩＮＥポート８０を介して入力した信号から
、音声周波数帯域である０～４ＫＨｚの音声信号が減衰され、周波数帯２５ＫＨｚ～１１
０４ＫＨｚのデータ信号を透過してモデムポート８２に出力される。
そして、当該データ信号が、モデムポート８２から通信ケーブル７を介してＡＤＳＬモデ
ム１３に出力され、ＡＤＳＬモデム１３で復調された後に、通信ケ－ブル９を介してパー
ソナルコンピュータ１４に出力される。
また、パーソナルコンピュータ１４からのデータ信号が、通信ケーブル９を介してＡＤＳ
Ｌモデム１３に出力され、ＡＤＳＬモデム１３で変調された後に、信号処理装置２ａのモ
デムポート８２、ハイパスフィルタ回路を構成するコンデンサＣ１，Ｃ２、ＬＩＮＥポー
ト８０、並びに通信ケーブル５を介して通信ポート３に出力される。
【００３１】
以上説明したように、通信システム１では、上述した構成の信号処理装置２ａ，２ｂをそ
れぞれスプリッタ２１ａ，２１ｂの前段に設け、電話機１２ａがオンフック状態でケーブ
ル５とスプリッタ２１ａ内のローパスフィルタ回路２０とが切断状態になる。
そのため、従来のように、図３に示すスプリッタ２１ａのローパスフィルタ回路２０のコ
イルＬ１、コンデンサＣ２１およびコイルＬ３を直列接続し、コイルＬ２、コンデンサＣ
２２およびコイルＬ４を直列に接続した回路をコンデンサ２１に対して並列に接続した回
路が、通信ケーブル５の電線５＿１と５＿２との間に挿入されることはなく、電線５＿１
と５＿２を伝送する信号に減衰極が生じることを回避でき、高い通信品質を得ることがで
きる。
【００３２】
関連技術の変形例
上述した関連技術では、信号処理装置２ａ，２ｂの構成としてコンデンサＣ１，Ｃ２から
構成されるハイパスフィルタ回路を備えた場合を例示したが、図４に示すように、ＬＩＮ
Ｅポート８０、接続回路１８およびスプリッタポート８１を備え、ハイパスフィルタ回路
を備えていない信号処理装置２０２ｂを用いてもよい。
【００３３】
以下、本発明の実施形態について説明する。
第１実施形態
第1実施形態は、本発明に対応した実施形態である。
図５は、本実施形態の通信システム１０１の全体構成図である。
図５に示すように、通信システム１０１は、例えば、信号処理装置３０２ａ，３０２ｂ、
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スプリッタ２１ａ，２１ｂ、電話機１２ａ，１２ｂ、ＡＤＳＬモデム１３およびパーソナ
ルコンピュータ１４を有する。
図５において、図１と同じ符号を付した構成要素は、第１実施形態で説明したものと同じ
である。
すなわち、通信システム１０１は、信号処理装置３０２ａ，３０２ｂに特徴を有している
。
通信システム１０１では、電話回線の通信ポート３に対して、信号処理装置３０２ａおよ
びスプリッタ２１ａと、信号処理装置３０２ｂおよびスプリッタ２１ｂとが並列に接続さ
れている。
なお、信号処理装置３０２ａ，３０２ｂが本発明の信号処理装置に対応している。
【００３４】
以下、信号処理装置３０２ａ，３０２ｂについて説明する。
信号処理装置３０２ａと３０２ｂとは、例えば、同じ構成を有している。
以下、信号処理装置３０２ａの構成を説明する。
図５に示すように、信号処理装置３０２ａは、例えば、ＬＩＮＥポート８０、スプリッタ
ポート８１、接続回路２１８，２１９およびハイパスフィルタ回路４０を有する。
ここで、ＬＩＮＥポート８０が本発明の第１のインタフェースに対応し、スプリッタポー
ト８１が本発明の第２のインタフェースに対応し、接続回路２１８，２１９が本発明の接
続回路に対応し、ハイパスフィルタ回路４０が本発明のハイパスフィルタ回路に対応して
いる。
また、抵抗Ｒ１，Ｒ２が本発明の変動抑制手段に対応している。
【００３５】
ＬＩＮＥポート８０は、接続部Ｌ＿Ｐ１，Ｌ＿Ｐ２を有する。
接続部Ｌ＿Ｐ１には、ツイストペアなどの通信ケーブル５の電線５＿１の一端が接続され
る。電線５＿１の他端は、電話回線の通信ポート３の接続部Ｌ０＿Ｐ１に接続される。
接続部Ｌ＿Ｐ２には、通信ケーブル５の電線５＿２の一端が接続される。電線５＿２の他
端は、電話回線の通信ポート３の接続部Ｌ０＿Ｐ２に接続される。
【００３６】
スプリッタポート８１は、接続部Ｓ＿Ｐ１，Ｓ＿Ｐ２を有する。
接続部Ｓ＿Ｐ１には、ツイストペアなどの通信ケーブル６の第１の電線の一端が接続され
る。通信ケーブル６の第１の電線の他端は、スプリッタ２１ａに接続される。
接続部Ｓ＿Ｐ２には、通信ケーブル６の第２の電線の一端が接続される。通信ケーブル６
の第２の電線の他端は、スプリッタ２１ａ接続される。
【００３７】
ハイパスフィルタ回路４０は、ＬＩＮＥポート８０の接続部Ｌ＿Ｐ１とスプリッタポート
８１の接続部Ｓ＿Ｐ１とを結ぶ第１の電線上に設けられたコンデンサと、ＬＩＮＥポート
８０の接続部Ｌ＿Ｐ２とスプリッタポート８１の接続部Ｓ＿Ｐ２とを結ぶ第２の電線上に
設けられたコンデンサとを有する。
ハイパスフィルタ回路４０は、上述したデータ信号を透過するが、音声信号は透過しない
。すなわち、ハイパスフィルタ回路４０は、音声信号の周波数帯域では、ＬＩＮＥポート
８０とスプリッタポート８１とを切断する程度に大きなインピーダンスを有する。
図６は、図５に示すハイパスフィルタ回路４０の構成図である。
図６に示すように、ハイパスフィルタ回路４０は、図５に示す接続部Ｌ＿Ｐ１，Ｌ＿Ｐ２
，Ｓ＿Ｐ１，Ｓ＿Ｐ２にそれぞれ接続される接続部５０＿１，５０＿２，５１＿１，５１
＿２を有する。
接続部５０＿１と５１＿１との間には、コンデンサＣ３１，Ｃ３２が直列に接続されてい
る。
接続部５０＿２と５１＿２との間には、コンデンサＣ３３，Ｃ３４が直列に接続されてい
る。
また、コンデンサＣ３１とＣ３２の接合部と、コンデンサＣ３３とＣ３４の接合部との間
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に、コイルＬ３１が介在している。
【００３８】
接続回路２１８は、上記第１の電線上に、ハイパスフィルタ回路４０と並列に設けられて
いる。
接続回路２１８では、ＬＩＮＥポート８０の接続部Ｌ＿Ｐ１とスプリッタポート８１の接
続部Ｓ＿Ｐ１との間の第１の電線上に、接続部Ｌ＿Ｐ１から接続部Ｓ＿Ｐ１に向けて順方
向となるダイオードＤ１と、接続部Ｓ＿Ｐ１から接続部Ｌ＿Ｐ１に向けて順方向となるダ
イオードＤ２とが相互に並列に配設している。
ダイオードＤ１は、電話機１２ａがオフフック状態（通信ケーブル６の第１の電線と第２
の電線とが接続状態）となり、通信ポート３からスプリッタ２１ａに向けて電話回線電流
が流れている場合に、インピーダンスが音声信号伝送可能な程度に小さくなる。
ダイオードＤ２は、電話機１２ａがオフフック状態となり、電話機１２ａから通信ポート
３に向けて電話回線電流が流れている場合に、インピーダンスが音声信号伝送可能な程度
に小さくなる。
また、ダイオードＤ１，Ｄ２は、電話機１２ａがオンフック状態（通信ケーブル６の第１
の電線と第２の電線とが切断状態）の場合に、電話回線電流が流れないため、ＬＩＮＥポ
ート８０の接続部Ｌ＿Ｐ１とスプリッタポート８１の接続部Ｓ＿Ｐ１とが実質的に切断状
態になる程度にインピーダンスが大きくなる。
【００３９】
接続回路２１９は、上記第２の電線上に、ハイパスフィルタ回路４０と並列に設けられて
いる。
接続回路２１９では、ＬＩＮＥポート８０の接続部Ｌ＿Ｐ２とスプリッタポート８１の接
続部Ｓ＿Ｐ２との間の第２の電線上に、接続部Ｌ＿Ｐ２から接続部Ｓ＿Ｐ２に向けて順方
向となるダイオードＤ３と、接続部Ｓ＿Ｐ２から接続部Ｌ＿Ｐ２に向けて順方向となるダ
イオードＤ４とが相互に並列に配設されている。
ダイオードＤ３は、電話機１２ａがオフフック状態（通信ケーブル６の第１の電線と第２
の電線とが接続状態）となり、通信ポート３から電話機１２ａに向けて電話回線電流が流
れている場合に、インピーダンスが音声信号伝送可能な程度に小さくなる。
ダイオードＤ４は、電話機１２ａがオフフック状態となり、電話機１２ａから通信ポート
３に向けて電話回線電流が流れている場合に、インピーダンスが音声信号伝送可能な程度
に小さくなる。
また、ダイオードＤ３，Ｄ４は、電話機１２ａがオンフック状態（通信ケーブル６の第１
の電線と第２の電線とが切断状態）の場合に、電話回線電流が流れないため、インピーダ
ンスが、ＬＩＮＥポート８０の接続部Ｌ＿Ｐ２とスプリッタポート８１の接続部Ｓ＿Ｐ２
とが実質的に切断状態になる程度に大きくなる。
ダイオードＤ１のカソードおよびダイオードＤ２のアノードと、第１の電線との間には抵
抗Ｒ１が設けられている。
ダイオードＤ３のカソードおよびダイオードＤ４のアノードと、第２の電線との間には抵
抗Ｒ２が設けられている。
抵抗Ｒ１，Ｒ２は、本発明の変動抑制手段に対応し、ダイオードＤ１，Ｄ２に電話回線電
流が、流れているときと、流れていないときのＬＩＮＥポートとスプリッタポートの間の
インピーダンスの変動を抑制し、データ信号によるエネルギ損失を均一に保つ機能を有し
ている。
【００４０】
信号処理装置３０２ａでは、このような接続回路２１８，２１９をＬＩＮＥポート８０と
スプリッタポート８１との間に設けたことで、電話機１２ａがオンフック状態で、後述す
るスプリッタ２１ａ内のローパスフィルタ回路を通信ケーブル５から切断することができ
る。
また、信号処理装置３０２ａでは、ＬＩＮＥポート８０とスプリッタポート８１との間に
、接続回路２１８および接続回路２１９と並列にハイパスフィルタを設けたことで、ＬＩ
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ＮＥポート８０とスプリッタポート８１との間では、データ信号を常時伝送することがで
きる。
【００４１】
以下、上述した通信システム１０１の動作例を説明する。
当該動作例では、電話機１２ａがオンフック状態、電話機１２ｂがオフフック状態の場合
を説明する。
この場合には、電話機１２ａによって、スプリッタ２１ａのＰＨＯＮＥポート１６の接続
部Ｐ＿Ｐ１とＰ＿Ｐ２とが切断状態になっている。
これにより、信号処理装置３０２ａの接続回路２１８のダイオードＤ１，Ｄ２および接続
回路２１９のダイオードＤ３，Ｄ４には電話回線電流は流れず、接続回路２１８，２１９
は大きなインピーダンスを有し、接続回路２１８，２１９を介した経路では、ＬＩＮＥポ
ート８０とスプリッタポート８１とが実質的に切断状態になる。これにより、音声信号は
、接続回路２１８，２１９を介した経路を通過しない。また、音声信号は、上述したよう
にハイパスフィルタ回路４０を透過しないため、音声信号の周波数帯域では、ケーブル５
とスプリッタ２１ａ内のローパスフィルタ回路２０とが切断状態になる。
【００４２】
また、電話機１２ｂによって、スプリッタ２１ｂのＰＨＯＮＥポート１６の接続部Ｐ＿Ｐ
１とＰ＿Ｐ２とが接続状態になっている。
そのため、信号処理装置３０２ｂの接続回路２１８のダイオードＤ１，Ｄ２および接続回
路２１９のダイオードＤ３，Ｄ４には電話回線電流が流れ、接続回路２１８，２１９は通
信可能な程度に十分に小さなインピーダンスを有し、ＬＩＮＥポート８０とスプリッタポ
ート８１とが接続状態になる。すなわち、ケーブル５とスプリッタ２１ｂのローパスフィ
ルタ回路２０とが接続状態になる。
信号処理装置３０２ｂでは、通信ポート３からの信号が通信ケーブル５を介してＬＩＮＥ
ポート８０で受信され、当該受信した信号が接続回路２１８，２１９、スプリッタポート
８１、ＬＩＮＥポート１５を介してスプリッタ２１ｂ内のローパスフィルタ回路２０に出
力される。
そして、ローパスフィルタ回路２０では、ＬＩＮＥポート１５から入力した信号から、周
波数帯２５ＫＨｚ～１１０４ＫＨｚのデータ信号を減衰し（透過せず）、音声周波数帯域
である０～４ＫＨｚの音声信号を透過してＰＨＯＮＥポート１６に出力する。
【００４３】
電話機１２ｂは、スプリッタ２１ｂのＰＨＯＮＥポート１６から入力した音声信号に応じ
た音声出力を行う。
また、電話機１２ｂからの音声信号が、スプリッタ２１ｂのＰＨＯＮＥポート１６を介し
てローパスフィルタ回路２０に入力され、ローパスフィルタ回路２０、ＬＩＮＥポート１
５、信号処理装置３０２ｂ、並びに通信ケーブル５を介して通信ポート３に出力される。
【００４４】
一方、信号処理装置３０２ａのハイパスフィルタ回路４０は、上述したように、データ信
号を常時透過し、音声信号は常時透過しない。
そのため、信号処理装置３０２ａのハイパスフィルタ回路４０において、ＬＩＮＥポート
８０を介して入力した信号から、音声周波数帯域である０～４ＫＨｚの音声信号が減衰さ
れ、周波数帯２５ＫＨｚ～１１０４ＫＨｚのデータ信号を透過してスプリッタポート８１
に出力される。
そして、当該データ信号が、スプリッタポート８１から、図２に示すスプリッタ２１ａの
ＬＩＮＥポート１５、ハイパスフィルタ回路５１およびモデムポート１７から通信ケーブ
ル７を介してＡＤＳＬモデム１３に出力され、ＡＤＳＬモデム１３で復調された後に、通
信ケーブル９を介してパーソナルコンピュータ１４に出力される。
また、パーソナルコンピュータ１４からのデータ信号が、通信ケーブル９を介してＡＤＳ
Ｌモデム１３に出力され、ＡＤＳＬモデム１３で変調された後に、スプリッタ２１ａ内の
モデムポート１７およびハイパスフィルタ回路５１、ＬＩＮＥポート１５、通信ケーブル
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６、信号処理装置３０２ａ内のスプリッタポート８１、ハイパスフィルタ回路４０、ＬＩ
ＮＥポート８０、並びに通信ケーブル５を介して通信ポート３に出力される。
【００４５】
以上説明したように、通信システム１０１によっても第１実施形態の通信システム１と同
様の効果が得られる。
さらに、通信システム１０１によれば、図５に示すように、信号処理装置３０２ａ，３０
２ｂの各々に抵抗Ｒ１，Ｒ２を設けたことで、ダイオードＤ１，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４に電話
回線電流が、流れているときと、流れていないときのＬＩＮＥポートとスプリッタポート
の間のインピーダンスの変動を抑制し、データ信号によるエネルギ損失を均一に保つこと
ができる。
【００４６】
第２実施形態
図７は、本実施形態の通信システム２０１の全体構成図である。
図７に示すように、通信システム２０１は、例えば、信号処理装置４０２ａ，４０２ｂ、
スプリッタ２１ａ，２１ｂ、電話機１２ａ，１２ｂ、ＡＤＳＬモデム１３およびパーソナ
ルコンピュータ１４を有する。
図７において、図１と同じ符号を付した構成要素は、第１実施形態で説明したものと同じ
である。
すなわち、通信システム２０１は、信号処理装置４０２ａ，４０２ｂに特徴を有している
。
通信システム２０１では、電話回線の通信ポート３に対して、信号処理装置４０２ａおよ
びスプリッタ２１ａと、信号処理装置４０２ｂおよびスプリッタ２１ｂとが並列に接続さ
れている。
なお、信号処理装置４０２ａ，４０２ｂが本発明の信号処理装置に対応している。
【００４７】
以下、信号処理装置４０２ａ，４０２ｂについて説明する。
信号処理装置４０２ａと４０２ｂとは、例えば、同じ構成を有している。
以下、信号処理装置４０２ａの構成を説明する。
図７に示すように、信号処理装置４０２ａは、例えば、ＬＩＮＥポート８０、スプリッタ
ポート８１、接続回路４１８，４１９およびハイパスフィルタ回路４０を有する。
ここで、ＬＩＮＥポート８０が本発明の第１のインタフェースに対応し、スプリッタポー
ト８１が本発明の第２のインタフェースに対応し、接続回路４１８，４１９が本発明の接
続回路に対応し、ハイパスフィルタ回路４０が本発明のフィルタ回路に対応している。
また、コイルＬａが本発明のインピーダンス調整回路または第１のリアクタに対応し、コ
イルＬｂが本発明のインピーダンス調整回路または第２のリアクタに対応している。
【００４８】
ＬＩＮＥポート８０は、接続部Ｌ＿Ｐ１，Ｌ＿Ｐ２を有する。
接続部Ｌ＿Ｐ１には、ツイストペアなどの通信ケーブル５の電線５＿１の一端が接続され
る。電線５＿１の他端は、電話回線の通信ポート３の接続部Ｌ０＿Ｐ１に接続される。
接続部Ｌ＿Ｐ２には、通信ケーブル５の電線５＿２の一端が接続される。電線５＿２の他
端は、電話回線の通信ポート３の接続部Ｌ０＿Ｐ２に接続される。
【００４９】
スプリッタポート８１は、接続部Ｓ＿Ｐ１，Ｓ＿Ｐ２を有する。
接続部Ｓ＿Ｐ１には、ツイストペアなどの通信ケーブル６の第１の電線の一端が接続され
る。通信ケーブル６の第１の電線の他端は、スプリッタ２１ａに接続される。
接続部Ｓ＿Ｐ２には、通信ケーブル６の第２の電線の一端が接続される。通信ケーブル６
の第２の電線の他端は、スプリッタ２１ａ接続される。
【００５０】
ハイパスフィルタ回路４０は、ＬＩＮＥポート８０の接続部Ｌ＿Ｐ１とスプリッタポート
８１の接続部Ｓ＿Ｐ１とを結ぶ第１の電線上に設けられたコンデンサと、ＬＩＮＥポート
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８０の接続部Ｌ＿Ｐ２とスプリッタポート８１の接続部Ｓ＿Ｐ２とを結ぶ第２の電線上に
設けられたコンデンサとを有する。
ハイパスフィルタ回路４０は、上述したデータ信号を透過するが、音声信号は透過しない
。すなわち、ハイパスフィルタ回路４０は、音声信号の周波数帯域では、ＬＩＮＥポート
８０とスプリッタポート８１とを切断する程度に大きなインピーダンスを有する。
【００５１】
接続回路４１８は、上記第１の電線上に、ハイパスフィルタ回路４０と並列に設けられて
いる。
接続回路４１８では、ＬＩＮＥポート８０の接続部Ｌ＿Ｐ１とスプリッタポート８１の接
続部Ｓ＿Ｐ１との間の第１の電線上に、接続部Ｌ＿Ｐ１から接続部Ｓ＿Ｐ１に向けて順方
向となるダイオードＤ１と、接続部Ｓ＿Ｐ１から接続部Ｌ＿Ｐ１に向けて順方向となるダ
イオードＤ２とが相互に並列に配設している。
ダイオードＤ１は、電話機１２ａがオフフック状態（通信ケーブル６の第１の電線と第２
の電線とが接続状態）となり、通信ポート３からスプリッタ２１ａに向けて電話回線電流
が流れている場合に、インピーダンスが音声信号伝送可能な程度に小さくなる。
ダイオードＤ２は、電話機１２ａがオフフック状態となり、電話機１２ａから通信ポート
３に向けて電話回線電流が流れている場合に、インピーダンスが音声信号伝送可能な程度
に小さくなる。
また、ダイオードＤ１，Ｄ２は、電話機１２ａがオンフック状態（通信ケーブル６の第１
の電線と第２の電線とが切断状態）の場合に、電話回線電流が流れないため、ＬＩＮＥポ
ート８０の接続部Ｌ＿Ｐ１とスプリッタポート８１の接続部Ｓ＿Ｐ１とが実質的に切断状
態になる程度にインピーダンスが大きくなる。
【００５２】
接続回路４１９は、上記第２の電線上に、ハイパスフィルタ回路４０と並列に設けられて
いる。
接続回路４１９では、ＬＩＮＥポート８０の接続部Ｌ＿Ｐ２とスプリッタポート８１の接
続部Ｓ＿Ｐ２との間の第２の電線上に、接続部Ｌ＿Ｐ２から接続部Ｓ＿Ｐ２に向けて順方
向となるダイオードＤ３と、接続部Ｓ＿Ｐ２から接続部Ｌ＿Ｐ２に向けて順方向となるダ
イオードＤ４とが相互に並列に配設されている。
ダイオードＤ３は、電話機１２ａがオフフック状態（通信ケーブル６の第１の電線と第２
の電線とが接続状態）となり、通信ポート３から電話機１２ａに向けて電話回線電流が流
れている場合に、インピーダンスが音声信号伝送可能な程度に小さくなる。
ダイオードＤ４は、電話機１２ａがオフフック状態となり、電話機１２ａから通信ポート
３に向けて電話回線電流が流れている場合に、インピーダンスが音声信号伝送可能な程度
に小さくなる。
また、ダイオードＤ３，Ｄ４は、電話機１２ａがオンフック状態（通信ケーブル６の第１
の電線と第２の電線とが切断状態）の場合に、電話回線電流が流れないため、インピーダ
ンスが、ＬＩＮＥポート８０の接続部Ｌ＿Ｐ２とスプリッタポート８１の接続部Ｓ＿Ｐ２
とが実質的に切断状態になる程度に大きくなる。
ダイオードＤ１のカソードおよびダイオードＤ２のアノードと、第１の電線との間にはコ
イルＬａが設けられている。
ダイオードＤ３のカソードおよびダイオードＤ４のアノードと、第２の電線との間にはコ
イルＬｂが設けられている。
コイルＬａ，Ｌｂは、本発明のインピーダンス調整手段に対応し、流れる信号（電流）の
周波数に比例したインピーダンスを持つ。
これにより、データ信号の周波数帯に比べて低い音声周波数帯域における減衰を第２実施
形態に比べて小さくでき、第２実施形態に比べて電話機１２ａ，１２ｂに供給する音声信
号の振幅レベルを高めることができる。
【００５３】
信号処理装置４０２ａでは、このような接続回路４１８，４１９をＬＩＮＥポート８０と
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スプリッタポート８１との間に設けたことで、電話機１２ａがオンフック状態で、後述す
るスプリッタ２１ａ内のローパスフィルタ回路を通信ケーブル５から切断することができ
る。
また、信号処理装置４０２ａでは、ＬＩＮＥポート８０とスプリッタポート８１との間に
、接続回路４１８および接続回路４１９と並列にハイパスフィルタを設けたことで、ＬＩ
ＮＥポート８０とスプリッタポート８１との間では、データ信号を常時伝送することがで
きる。
【００５４】
以下、上述した通信システム２０１の動作例を説明する。
当該動作例では、電話機１２ａがオンフック状態、電話機１２ｂがオフフック状態の場合
を説明する。
この場合には、電話機１２ａによって、スプリッタ２１ａのＰＨＯＮＥポート１６の接続
部Ｐ＿Ｐ１とＰ＿Ｐ２とが切断状態になっている。
これにより、信号処理装置４０２ａの接続回路４１８のダイオードＤ１，Ｄ２および接続
回路４１９のダイオードＤ３，Ｄ４には電話回線電流は流れず、接続回路４１８，４１９
は大きなインピーダンスを有し、接続回路４１８，４１９を介した経路では、ＬＩＮＥポ
ート８０とスプリッタポート８１とが実質的に切断状態になる。これにより、音声信号は
、接続回路４１８，４１９を介した経路を通過しない。また、音声信号は、上述したよう
にハイパスフィルタ回路４０を透過しないため、音声信号の周波数帯域では、ケーブル５
とスプリッタ２１ａ内のローパスフィルタ回路２０とが切断状態になる。
【００５５】
また、電話機１２ｂによって、スプリッタ２１ｂのＰＨＯＮＥポート１６の接続部Ｐ＿Ｐ
１とＰ＿Ｐ２とが接続状態になっている。
そのため、信号処理装置４０２ｂの接続回路４１８のダイオードＤ１，Ｄ２および接続回
路４１９のダイオードＤ３，Ｄ４には電話回線電流が流れ、接続回路４１８，４１９、並
びにコイルＬａ，Ｌｂは通信可能な程度に十分に小さなインピーダンスを有し、ＬＩＮＥ
ポート８０とスプリッタポート８１とが接続状態になる。すなわち、ケーブル５とスプリ
ッタ２１ｂのローパスフィルタ回路２０とが接続状態になる。
信号処理装置４０２ｂでは、通信ポート３からの信号が通信ケーブル５を介してＬＩＮＥ
ポート８０で受信され、当該受信した信号が接続回路４１８，４１９、スプリッタポート
８１、ＬＩＮＥポート１５を介してスプリッタ２１ｂ内のローパスフィルタ回路２０に出
力される。
そして、ローパスフィルタ回路２０では、ＬＩＮＥポート１５から入力した信号から、周
波数帯２５ＫＨｚ～１１０４ＫＨｚのデータ信号を減衰し（透過せず）、音声周波数帯域
である０～４ＫＨｚの音声信号を透過してＰＨＯＮＥポート１６に出力する。
【００５６】
電話機１２ｂは、スプリッタ２１ｂのＰＨＯＮＥポート１６から入力した音声信号に応じ
た音声出力を行う。
また、電話機１２ｂからの音声信号が、スプリッタ２１ｂのＰＨＯＮＥポート１６を介し
てローパスフィルタ回路２０に入力され、ローパスフィルタ回路２０、ＬＩＮＥポート１
５、信号処理装置４０２ｂ、並びに通信ケーブル５を介して通信ポート３に出力される。
【００５７】
一方、信号処理装置４０２ａのハイパスフィルタ回路４０は、上述したように、データ信
号を常時透過し、音声信号は常時透過しない。
そのため、信号処理装置４０２ａのハイパスフィルタ回路４０において、ＬＩＮＥポート
８０を介して入力した信号から、音声周波数帯域である０～４ＫＨｚの音声信号が減衰さ
れ、周波数帯２５ＫＨｚ～１１０４ＫＨｚのデータ信号を透過してスプリッタポート８１
に出力される。
そして、当該データ信号が、スプリッタポート８１から、図２に示すスプリッタ２１ａの
ＬＩＮＥポート１５、ハイパスフィルタ回路５１およびモデムポート１７から通信ケーブ
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ル７を介してＡＤＳＬモデム１３に出力され、ＡＤＳＬモデム１３で復調された後に、通
信ケーブル９を介してパーソナルコンピュータ１４に出力される。
また、パーソナルコンピュータ１４からのデータ信号が、通信ケーブル９を介してＡＤＳ
Ｌモデム１３に出力され、ＡＤＳＬモデム１３で変調された後に、スプリッタ２１ａ内の
モデムポート１７およびハイパスフィルタ回路５１、ＬＩＮＥポート１５、通信ケーブル
６、信号処理装置４０２ａ内のスプリッタポート８１、ハイパスフィルタ回路４０、ＬＩ
ＮＥポート８０、並びに通信ケーブル５を介して通信ポート３に出力される。
【００５８】
以上説明したように、通信システム２０１によっても第１実施形態の通信システム１と同
様の効果が得られる。
また、通信システム２０１によれば、接続回路４１８，４１９にコイルＬａ，Ｌｂを設け
たことで、データ信号の周波数帯に比べて低い音声周波数帯域における減衰を第２実施形
態に比べて小さくでき、第２実施形態に比べて電話機１２ａ，１２ｂに供給する音声信号
の振幅レベルを高めることができる。
例えば、図７および図６に示すハイパスフィルタ回路４０として、１５０ｎＦのコンデン
サＣ３１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４を用い、６８０μＨのコイルＬ３１を用い、２１．２
ｍＨのコイルＬａ，Ｌｂを用いた場合の図７に示す信号処理装置４０２ａ，４０２ｂの周
波数（Ｈｚ）－利得（ｄＢ）の特性は例えば図８に示すようになる。これに対して、例え
ば、図５に示す信号処理装置３０２ａ，３０２ｂの周波数（Ｈｚ）－利得（ｄＢ）の特性
は例えば図９に示すようになる。
図８と図９とを対比して分かるように、音声周波数帯域である０～４ＫＨｚにおいて、本
実施形態の信号処理装置４０２ａ，４０２ｂは、第２実施形態の信号処理装置３０２ａ，
３０２ｂに比べて高い利得を実現できる。
【００５９】
第３実施形態の変形例
図１０は、前述した第３実施形態の変形例に係わる信号処理装置５０２の構成図である。
本実施形態では、図７に示す信号処理装置４０２ａ，４０２ｂの代わりに、図１０に示す
信号処理装置５０２を用いる。
図１０に示すように、信号処理装置５０２は、信号処理装置４０２ａ，４０２ｂと同じ構
成要素を有しているが、接続回路５１９においてコイルＬａとコイルＬｂとが相互誘導を
生じるように配設されている。
信号処理装置５０２によっても、第３実施形態の信号処理装置４０２ａ，４０２ｂと同様
の効果が得られる。
【００６０】
本発明は上述した実施形態には限定されない。
例えば、上述した実施形態では、それぞれ２系列の信号処理装置２ａ，２ｂ，３０２ａ，
３０２ｂおよびスプリッタ２１ａ，２１ｂが並列に接続された場合を例示したが、３系列
以上の信号処理装置およびスプリッタを並列に接続してもよい。
また、上述した実施形態では、ｘＤＳＬの一例としてＡＤＳＬを例示したが、ＶＤＳＬ(V
ery high speed Digital Subscriber Line) などのその他の通信方式を用いた場合にも本
発明は適用可能である。
また、上述した実施形態では、本発明の信号処理装置をスプリッタの前段に設けた場合を
適用した場合を例示したが、本発明の信号処理装置をスプリッタ以外にも上述したフィル
タを備え、並列接続される信号処理装置の前段に設けてもよい。
【００６１】
また、図１に示す信号処理装置２ｂとして、例えば、図１１に示すように、ＬＩＮＥポー
ト８０、スプリッタポート８１、モデムポート８２、接続回路１８を有し、ハイパスフィ
ルタを備えない信号処理装置５０２ｂを用いてもよい。
【００６２】
【発明の効果】



(16) JP 4268821 B2 2009.5.27

10

20

以上説明したように、本発明によれば、第２のインタフェースに接続された外部装置の動
作状態によって第１のインタフェースに生じる信号が減衰することを回避できる信号処理
装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明の関連技術の通信システムの全体構成図である。
【図２】図２は、図１に示すスプリッタの構成図である。
【図３】図３は、図２に示すローパスフィルタ回路の構成の一例を説明するための図であ
る。
【図４】図４は、図１に示す通信システムの変形例を説明するための図である。
【図５】図５は、本発明の第１実施形態の通信システムの全体構成図である。
【図６】図６は、図５に示すハイパスフィルタ回路の構成図である。
【図７】図７は、本発明の第２実施形態の通信システムの全体構成図である。
【図８】図８は、図７に示す第２実施形態の通信システムの効果を説明するための図であ
る。
【図９】図９は、図５に示す第１実施形態の通信システムの特性を説明するための図であ
る。
【図１０】図１０は、図７に示す第２実施形態の通信システムの変形例を説明するための
図である。
【図１１】図１１は、図１に示す信号処理装置の変形例の構成図である。
である。
【符号の説明】
２ａ，２ｂ，１０１ａ，１０１ｂ，３０１ａ，３０１ｂ，４０２ａ，４０２ｂ…信号処理
装置、３…通信ポート、５，６，７，８，９，１０，１１…通信ケーブル、２１ａ，２１
ｂ…スプリッタ、１２ａ，１２ｂ…電話機、１３…ＡＤＳＬモデム、１４…パーソナルコ
ンピュータ、１８，２１８，２１９，４１８，４１９…接続回路、２０…ローパスフィル
タ回路、４０…ハイパスフィルタ回路、
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【図３】 【図４】



(18) JP 4268821 B2 2009.5.27

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】
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